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3 )ジュリア・ミーチ(遠藤望他訳) r異国趣味としての東洋の再発見J r青い目の浮世絵師たち
アメリカのジャポニスム展』所収。東京:世田谷美術館1990年 p.105
論文審査の結果の要旨
本論文は、アメリカ人女性版画家・画家へレン・ハイド (Helen Hyde , 1868-1919) の日本滞在
の際の人的ネットワークを解明し、作品の制作や流通過程、モチーフ分析、批評分析を通して、滞
日外国人社会で培われ、そこから発信されたジャポニスムの様相を提示することを目的としてい
る。
まず、膨大な書簡やゲストブック等、未発掘の資料を米国各地と日本から見出し、彼女の伝記的
事実を再構築することから始め、これまで盲点となっていたかの観のある、いわゆる「お雇い」の
時代の後の在日外国人、特にアメリカ人女性社会の日常を具体的に描いた。それに基づき、彼女の
作品が日本そのものの観察というよりは在日アメリカ人上流社会ネットワークの日本認識の準拠枠
内で、日本のモチーフを意図的に選択・改変して制作されたこと、さらに、作品が米国に広く紹介
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された日本における彼女の生活スタイノレと共に、いわゆる「大衆化の段階」、そして浮世絵作品の
流行を見た段階のアメリカのジャポニスムとジャポネズリーをいわばリードする役割を果たしてい
たことを明らかにした。また、狩野友信に師事して日本画を本格的に学び、浮世絵の制作に倣った
分業システムを活用した、ハイアートと大衆芸術の狭間に位置づけられる彼女の木版作品とエッチ
ング作品が、意外にも日本画壇との交流と影響なしに、日本への販路に殆ど依存することなく制作
されていた事実も示している。
作品のモチーフ分析に当たっては、「唐子髪」や「母子像」などユニークな視点を導入し、ハイ
ドに関する当時の雑誌・新聞の批評を折り込み、日本の実像を描写したかに見えながら、実は独自
のハイド・ワーノレドを描いた彼女の作品が、当時のアメリカ人がまさに欲しいと思う日本像を提示
していたことを示すなど、時流を十分に汲んだ、効果的かっ着実な分析に成功している。
このほか、発掘した書簡資料から、在日英米人芸術関係者の面々が、陶芸に向かい始めたバー
ナード・リーチをエッチング制作に引き止めようとしており、ハイドがその任に当たっていたこと
など、様々な人物との交流に関する貴重な事実を初めて明らかにしている。
審査に当たり、本論文の膨大な資料の整理が必ずしも十分ではなく、冗長な個所があること、ま
た、排日運動に火がついた時代の、特にそれが強かったサンフランシスコで彼女の作品が受容され
た事実に対するより深い分析が求められること、タイトノレに内容に即した副題が欲しかったことに
対する指摘があったが、掘り起した事実の質・量とそれに対する分析の説得力は、自立して研究活
動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示していることが確認された。
よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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